
第
2
回
配
本
・
全
5
巻
の
収
録
内
容

●
第
6
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅰ

定
価：

本
体
二
三
、
〇
〇
〇
円
＋
税

IS
B
N
9
7
8
-4
-8
4
3
3
-6
1
0
7
-8

吉
田
喜
久
代
﹇
著
﹈﹈

砂
丘
の
蔭
に
（
長
崎
書
店
一
九
四
〇
年
）

【
昭
和
十
一
年
】
村
の
託
児
所
（
十
一
月
二
十
日
）
／
村
の
訪
問
（
十
二
月
四

日
）
／
純
情
の
母
（
十
二
月
九
日
）
／
身
の
上
話
（
十
二
月
十
日
）
／
救
護
收
容

（
十
二
月
十
九
日
）

【
昭
和
十
二
年
】
遊
佐
先
生
を
た
づ
ね
て
労
働
教
へ
（
三

月
七
日
）
／
山
田
わ
か
先
生
の
宅
に
於
い
て
婦
人
問
題
を
開
く
（
三
月
十
四
日
）

使
命
の
ま
ゝ
に
（
七
月
二
十
四
日
）

【
昭
和
十
三
年
】
倉
坂
産
業
組
合
へ
行

く
日
（
一
月
四
日
）
／
雪
の
夜
の
助
産
（
一
月
十
日
）
／
砂
丘
の
足
跡
（
三
月
五

日
）
／
保
健
婦
見
習
生
を
次
々
に
（
四
月
二
日
）
／
保
健
婦
見
習
生
と
共
に
（
四

月
十
五
日
）
／
山
本
訪
問
婦
の
赴
任
の
日
（
四
月
十
五
日
）
／
母
を
よ
ぶ
声
（
四

月
十
六
日
）
／
ほ
か

牧

哲
男
﹇
著
﹈

愛
の
魂

―
北
海
道
巡
回
看
護
婦
の
手
記

（
大
東
亜
社
一
九
四
二
年
）

ふ
る
さ
と
を
守
る
乙
女
ら
／
私
の
農
繁
期
／
慰
め
の
こ
と
ば
／
無
医
部
落
／
育

児
指
導
／
荒
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
／
熊
の
出
る
山
道
／
妊
産
婦
保
護
／
小
川
の

洗
眼
／
招
集
／
馬
ソ
リ
の
鈴
の
音
／
吹
雪
を
衝
い
て
／
仔
馬
の
怪
我
／
お
も
ひ

で
／
雪
ど
け
／
海
辺
の
た
よ
り
／
附
録
巡
回
看
護
婦
事
業
に
つ
い
て

●
第
7
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅱ

定
価：

本
体
二
〇
、
〇
〇
〇
円
＋
税

IS
B
N
9
7
8
-4
-8
4
3
3
-6
1
0
8
-5

杉
内
い
ち
﹇
著
﹈

荷
馬
車
輓
の
娘
の
手
記

（
中
央
公
論
社
一
九
三
四
年
）

荷
馬
車
輓
の
娘
の
手
記
／
阿
弥
陀
如
来
を
追
い
出
し
た
女
／
推
薦
の
こ
と
ば

（
堺
利
彦
）

杉
内
い
ち
雑
誌
掲
載
作
品

労
働
省
婦
人
少
年
局
﹇
編
﹈

働
く
婦
人
の
保
護
（
産
業
労
働
福
利
協
会
一
九
四
九
年
）

一
、
ま
え
が
き
―
わ
が
国
に
於
け
る
女
子
労
働
者
の
保
護
―
／
二
、
女
子
労
働

者
に
関
連
す
る
規
定
の
解
説
／
三
、
あ
と
が
き
―
労
働
基
準
法
施
行
後
の
諸
問

題
―

【
附
録
】
一
、
労
働
基
準
法
関
係
法
規
一
覽
／
二
、
労
働
基
準
法
／
三
、

労
働
基
準
法
施
行
規
則
／
四
、
女
子
年
少
者
労
働
基
準
規
則
／
五
、
事
業
附
属

寄
舍
規
程
／
六
、
各
国
婦
人
労
働
者
保
護
規
定
一
覽
表
／
ほ
か

労
働
省
婦
人
少
年
局
﹇
編
﹈

男
女
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て

（
労
働
省
婦
人
少
年
局
一
九
五
一
年
）

一
、
日
本
に
お
け
る
婦
人
雇
用
の
発
展
（
美
濃
口
時
次
郎
）
／
二
、
婦
人
の
労

働
能
力
と
低
賃
金
（
藤
田
忠
）
／
三
、
社
会
的
環
境
と
婦
人
の
労
働
能
力
（
藤

本
武
）
／
四
、
婦
人
は
労
働
能
力
に
対
応
し
て
支
払
わ
れ
て
い
な
い
（
氏
原
正

次
郎
）
／
五
、
婦
人
の
低
賃
金
の
実
情
と
賃
金
形
態
（
宮
島
久
義
）
／
六
、
男

女
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
具
体
的
内
容
（
氏
原
正
次
郎
）
／
七
、
合
理
的
職
務

賃
率
決
定
の
た
め
の
「
職
務
評
價
」（
藤
田
忠
）
／
八
、
現
在
ど
の
よ
う
に
し
て

こ
の
原
則
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
か
（
宮
島
久
義
）
／
九
、
最
低
賃
金
制
と
同
一

労
働
同
一
賃
金
（
藤
本
武
）
／
一
〇
、
結
論
「
男
女
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
実

現
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

労
働
省
婦
人
少
年
局
﹇
編
﹈

婦
人
は
何
を
考
え
て
い
る
か

（
労
働
省
婦
人
少
年
局
一
九
五
二
年
）

【
Ⅰ
調
査
の
方
法
】
1
調
査
地
域
と
対
象
／
2
調
査
対
象
の
選
定
／
3
調
査

方
法
及
び
回
収
状
況

【
Ⅱ
婦
人
の
生
活
実
態
】

【
Ⅲ
調
査
の
結
果
】
1

婦
人
の
地
位
に
つ
い
て
／
2
婦
人
の
政
治
的
関
心
に
つ
い
て
／
3
婦
人
の
楽

生
活
／
4
恋
愛
お
よ
び
結
婚
に
つ
い
て
／
5
職
場
に
お
け
る
婦
人
の
環
境

●
第
8
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅲ

定
価：

本
体
一
七
、
〇
〇
〇
円
＋
税

IS
B
N
9
7
8
-4
-8
4
3
3
-6
1
0
9
-2

日
本
衣
服
研
究
所
（
田
中
千
代
）﹇
編
﹈﹈

日
本
衣
服
研
究
所
彙
報

（
日
本
衣
服
研
究
所
一
九
四
一
年
）

日
本
衣
服
研
究
所
﹇
著
﹈

衣
服
の
研
究
と
調
査

（
目
黒
書
店
一
九
四
三
年
）

【
第
一
部
】
一
、
序
文
／
二
、
靴
下
の
性
能
研
究
／
三
、
衣
料
切
符
制
下
縫
糸

の
使
用
量
に
就
い
て
（
日
本
衣
服
研
究
所
長
田
中
千
代
）
／
四
、
洗
濯
に
要
す
る

時
間
及
び
石
鹸
の
調
査
（
同
田
中
千
代
）
／
【
第
二
部
】
一
、
衣
服
諸
調
査
序

説
（
日
本
衣
服
研
究
会
常
務
理
事
・
日
本
衣
服
研
究
所
研
究
顧
問
・
神
戸
商
業
大
学
教

翻弄される〈性差〉全5巻

■第 6 巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅰ 付・解説 定価：本体23,000円＋税 ISBN978-4-8433-6107-8 C3336

■第 7 巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅱ 付・解説 定価：本体20,000円＋税 ISBN978-4-8433-6108-5 C3336

■第 8 巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅲ 付・解説 定価：本体17,000円＋税 ISBN978-4-8433-6109-2 C3336

■第 9 巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅳ 付・解説 定価：本体19,000円＋税 ISBN978-4-8433-6110-8 C3336

■第10巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅴ 付・解説 定価：本体19,000円＋税 ISBN978-4-8433-6111-5 C3336

●揃定価：本体98,000円＋税 ISBN978-4-8433-6106-1 C3336 既刊・2022年3月刊

時代の趨勢に左右される、社会的な〈性差〉に焦点をあて、著作を集成。
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戦前・戦中・戦後のジェンダーとセクシュアリティ
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お
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戦前・戦中・戦後の
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揃定価：本体98,000円＋税 ISBN978-4-8433-6106-1 C3336 セット

〒101-0047
東京都千代田区内神田2-7-6
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ご
注
文
書

近代日本のセクシュアリティ 全35巻 斎藤光・岩見照代ほか 編

●揃定価：本体541,000円＋税 A5判上製 ISBN978-4-8433-3208-5
明治～戦後の「近代日本」の〈性〉をめぐる様々な言説を集成。セクシュアリティ管理の思想史を
たどりつつ様々な階層からの視点を通して、国家の性管理政策と生活者の現状を浮き彫りにする。

授
田
中
薫
）
／
二
、
街
頭
服
装
調
査
（
日
本
衣
服
研
究
所

員
有
志
）
／
三
、
婦
人
衣
服
所
蔵
調
査
（
日
本
衣
服
研
究

所
員
森
善
子
）
／
四
、
衣
料
切
符
制
下
に
於
け
る
工
夫

（
日
本
衣
服
研
究
所
員
森
善
子
／
日
本
衣
服
研
究
所
員
頼
藤

登
美
江
）
／
五
、
衣
料
切
符
制
実
施
上
の
疑
点
に
就
い

て
（
日
本
衣
服
研
究
所
）
／
六
、
婦
人
標
準
服
が
き
ま
る

ま
で
（
日
本
衣
服
研
究
所
員

頼
藤
登
美
江
）
／
絵
（
日
本

衣
服
研
究
所
員
山
本
晴
子
）
／
【
第
三
部
】
一
、
日
本
衣

服
学
の
構
想
（
田
中
薫
）
／
二
、
南
方
圏
の
民
族
と
衣

服
（
日
本
衣
服
研
究
所
員
中
山
三
惠
子
）

エ
リ
ッ
ク
・
ギ
ル
﹇
著
﹈
増
野
正
衛
﹇
訳
﹈

衣
裳
論

―
ズ
ボ
ン
と
ス
カ
ー
ト
男
女
の
ま

と
う
自
然
的
人
為
的
外
皮
の
性
格
及

び
意
義
に
つ
い
て
の
試
論

（
創
元
社
一
九
五
二
年
）

こ
の
本
を
読
む
人
の
た
め
に
（
花
森
安
治
）
／
Ⅰ

予
備

的
考
察
及
び
主
張
／

Ⅱ

住
居
と
し
て
の
衣
服
に
つ
い

て
／
Ⅲ
仕
事
場
と
し
て
の
衣
服
に
つ
い
て
／
Ⅳ
教
会

や
公
会
堂
と
し
て
の
衣
服
に
つ
い
て
／
Ⅴ
特
殊
部
分
の

た
め
の
衣
服
に
つ
い
て
／
Ⅵ
仕
立
屋
の
威
儀
と
作
法
と

専
横
と
に
つ
い
て
／
Ⅶ
自
然
と
裸
体
と
に
つ
い
て
／
Ⅷ

ズ
ボ
ン
に
つ
い
て
の
結
論

●
第
9
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅳ

定
価：

本
体
一
九
、
〇
〇
〇
円
＋
税

IS
B
N
9
7
8
-4
-8
4
3
3
-6
1
1
0
-8

新
女
性
全
書
生
活
篇

（
鎌
倉
文
庫
一
九
四
八
年
）

【
第
一
篇

結
婚
】
恋
愛
論
（
亀
井
勝
一
郎
）
／
新
民
法

か
ら
見
た
家
（
中
川
善
之
助
）
／
結
納
の
意
義
（
久
米
正

雄
）
ほ
か

【
第
二
篇

性
科
学
】
処
女
性
に
つ
い
て

（
式
場
隆
三
郎
）
／
性
病
の
知
識
（
松
本
寛
）
／
産
児
制
限

に
つ
い
て
（
野
津
貞
夫
）
ほ
か

【
第
三
篇

生
活
の
設

計
】
／
生
活
の
設
計
に
つ
い
て
（
氏
家
壽
子
）
／
生
活
技

術
に
つ
い
て
（
帯
刀
貞
代
）
／
子
供
の
教
育
（
波
多
野
完

治
）
ほ
か

【
第
四
篇

女
性
と
職
業
】
女
性
と
職
業

（
蝋
山
政
道
）
／
職
業
婦
人
の
生
活
実
態
報
告
（
片
桐
鏡

子
）
ほ
か

【
第
五
篇

家
庭
医
学
】
家
庭
医
学
概
説

（
生
女
子
部
編
中
里
龍
瑛
）
／
家
庭
看
護
（
中
尾
喜
久
）
／

薬
の
知
識
（
薬
学
士
岩
永
英
一
）
／
食
餌
療
法
（
新
井
養

老
）

田
辺
繁
子
﹇
著
﹈

新
し
い
愛
の
生
活

―
日
本
女
性
の
地
位
に
つ
い
て

（
印
刷
庁
一
九
五
一
年
）

新
し
い
愛
の
生
活
／
一

新
し
い
民
法
の
要
点
／
二

家

庭
裁
判
所
と
は
／
三

夫
を
重
荷
に
思
う
妻
た
ち
／
四

夫
の
貞
操
と
妻
の
権
利
／
五

た
の
し
い
夫
婦

―
愛
情

は
す
な
お
に
表
現
し
ま
し
ょ
う
―
／
六
お
堀
の
お
し
ど

り
を
見
て
―
な
る
べ
く
い
っ
し
ょ
に
―
／
七

男
ご
こ

ろ
／
八
あ
る
離
婚
／
九
隸
属
の
否
定
／
一
〇
理
論
と

実
際
／
一
一
結
婚
風
習
と
夜
あ
そ
び
―
東
京
都
拝
島
村

を
た
ず
ね
て
―
／
一
二
印
度
の
女
性
―
マ
ヌ
法
典
か
ら

―
／
一
三

売
春
に
走
っ
た
人
た
ち
／
一
四

積
み
上
げ

ら
れ
た
米
／
一
五

柿
／
一
六

た
の
し
い
夏
休
み
―
先

生
と
お
母
様
に
―
／
一
七
日
立
の
旅
か
ら
―
な
り
わ
い

と
妻
の
地
位
―
／
一
八

農
家
の
妻
／
一
九

婦
人
と
人

権
／
二
〇
世
界
人
権
宣
言
と
日
本
国
憲
法

●
第
10
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅴ

定
価：

本
体
一
九
、
〇
〇
〇
円
＋
税

IS
B
N
9
7
8
-4
-8
4
3
3
-6
1
1
1
-5

山
室
民
子
﹇
著
﹈

新
時
代
と
女
性

（
金
子
書
房
一
九
五
二
年
）

【
一

戦
後
の
欧
州
を
見
て
】
Ⅰ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の

旅
／
Ⅱ

旅
で
出
会
っ
た
人
々

【
二

女
性
に
お
く
る

言
葉
】
Ⅰ
講
和
の
春
に
際
し
て
／
Ⅱ
女
性
の
友
へ
（
女

学
生
の
皆
様
へ
／
職
業
を
も
つ
女
性
へ
／
家
庭
の
婦
人
へ
／

看
護
婦
の
友
へ
）
／
Ⅲ
若
い
女
性
へ
の
期
待
／
Ⅳ
若
い

女
性
の
幸
福
―
清
純
な
生
活
―
／
Ⅴ
新
し
い
愛
情
の
モ

ラ
ル
―
純
潔
教
育
の
問
題
―
／
Ⅵ
両
親
教
育
の
課
題
／

Ⅶ

親
の
責
任
―
三
つ
の
実
例
／
Ⅷ

家
庭
と
宗
教
教

育
／
Ⅸ

婦
人
と
読
書

【
三

婦
人
問
題
】
Ⅰ

婦
人

と
選
挙
／
Ⅱ
婦
人
教
育
（
国
や
公
共
団
体
の
計
画
事
業
／

婦
人
団
体
と
そ
の
問
題
）

吉
尾
な
つ
子
﹇
編
﹈

こ
ん
な
女
が
い
る

（
朋
文
堂
一
九
五
五
年
）

第
一
話

結
婚
を
控
え
て
肉
体
の
秘
密
に
悩
む
私
（
吉

村
と
し
子
）
／
第
二
話

結
婚
生
活
六
年
始
め
て
知
る

性
に
悩
む
私
（
田
岡
き
く
子
）
／
第
三
話

家
出
の
報
い

も
う
疲
れ
て
し
ま
っ
た
私
（
山
田
道
子
）
／
第
四
話

ミ

ス
に
選
ば
れ
た
代
償
に
貞
操
を
失
っ
た
私
（
井
草
つ
ま

枝
）
／
第
五
話

良
縁
と
知
り
つ
つ
お
断
り
の
手
紙
を

書
く
私
（
落
合
久
子
）
／
第
六
話

若
い
一
夜
の
過
失
ゆ

え
に
悩
む
私
（
山
口
久
子
）
／
第
七
話

ソ
連
兵
に
侵
さ

れ
た
悪
夢
を
呪
う
私
（
橋
田
き
く
よ
）
ほ
か
／
女
の
運
命

に
つ
い
て
（
吉
尾
な
つ
子

一
、
弱
き
者
の
幸
福
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
／
二
、
女
は
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
／
三
、
処
女
は
奪
わ
れ
る
の
か
提
供
す
る
の
か
／
四
、

女
の
運
命
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
）

イ
ヴ
の
創
造

―
美
し
き
性
の
た
め
に

（
社
会
思
想
研
究
会
出
版
部
一
九
五
六
年
）

【
Ⅰ

束
縛
さ
れ
た
性
（
平
井
潔
）】
１

因
襲
的
な
性
観

念
／
2
せ
ま
い
交
際
／
3
と
ら
え
が
た
い
性
／
4
妻

の
座
の
つ
め
た
さ
／
5
あ
た
ら
し
い
愛
の
創
造

【
Ⅱ

閉
ざ
さ
れ
た
性
（
菊
池
綾
子
）】
１
夜
の
性
の
歴
史
／
2

昼
の
性
へ
の
歩
み

【
Ⅲ
待
た
さ
れ
た
性
（
吉
田
忠
雄
）】

１
パ
ン
と
恋
と
夢
／
2
神
の
秩
序
／
3
適
齢
男
性
は

ど
こ
に
で
も
い
る
／
4

愛
に
光
あ
れ

【
Ⅳ

商
業
化

さ
れ
た
性
（
神
崎
清
）】
１

赤
線
地
帯
／
2

そ
の
名
は

売
春
婦
／
3
青
春
喪
失
／
4
売
春
は
「
必
要
悪
」
か

【
Ⅴ
解
放
さ
れ
る
性
（
江
上
照
彦
）】
１
ジ
ー
キ
ル
博
士

と
ハ
イ
ド
氏
／
2

女
は
地
獄
の
門
／
3

隷
従
へ
の

道
／
4

日
本
の
性
的
伝
統
の
特
色
／
5

一
夫
一
婦
制

度
と
売
春
／
6

ソ
ヴ
ェ
ト
の
売
春
克
服
／
7

売
春
禁

止
立
法
の
問
題
点
／
8

映
画
「
旅
情
」
の
教
え
る
も

の
／
9

現
代
若
夫
婦
の
生
態
／
10

あ
た
ら
し
い
モ
ラ

ル


